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令和６年度吉川市下水道事業会計決算概要 

 

 

 

 

主な建設改良事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

令和６年度の業務量は、 

(1) 水洗化世帯数は、２６，２０１世帯で、前年度に比べ３９６世帯（１.５％）増加

しました。 

(2) 年間総排水量は、５，９７３，８３５㎥で、前年度に比べ８６，３３０㎥ 
（１.５％）増加しました。 

(3) １日平均排水量は、１６，３６７㎥で、前年度に比べ２３７㎥（１.５％）増加し

ました。 

(4) 主な建設改良事業につきましては、管渠事業６億７６１万２３９７円となり、前

年度に比べ１億４１４０万２６２２円（３０.３％）増額となりました。 

　　 また、ポンプ場事業は１億１１９０万１２９１円となり、前年度に比べ 

１億４３６６万７２２７円（△５６.２％）減額となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
区　分 Ｒ6 年度 Ｒ5 年度

比較

 増減 増減率

 管渠事業 607,612,397 466,209,775 141,402,622 30.3%

 ポンプ場事業 111,901,291 255,568,518 △ 143,667,227 △ 56.2%

 
区　分 Ｒ６年度 Ｒ５年度

比較

 増減 増減率

 水洗化世帯数 26,201 世帯 25,805 世帯 396 世帯 1.5%

 年間総排水量 ㎥5,973,835 ㎥5,887,505 ㎥86,330 1.5%

 1 日平均排水量 ㎥16,367 ㎥16,130 ㎥237 1.5%

１　業務量

第８４号議案資料
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（単位：円） 

下水道事業収益は、１６億７０１２万２４６４円となり、前年度に比べ 

９２５４万８５８１円（５.９％）増額となりました。 

　　 

・・前年度に比べ９４６万１０１０円（１.０%）増額 

【下水道使用料】　 

下水道使用料は、６億９３１０万３３１円となり、前年度に比べ 

１２６万３８５６円（△０.２％）の減額となりました。水洗化人口の減少により、

水道使用量が減少したことによるものと思われます。 

【雨水処理負担金】　 

　　雨水処理負担金は、雨水処理に要する経費について一般会計が負担するもので、

２億４６８０万１３１９円となり、前年度に比べ８７５万８３１９円（３.７％）増

額となりました。 

　【受託事業収益】 

　　　受託事業費負担金は、松伏町と共同で管理している東埼玉テクノポリス調整池の

経費について松伏町が負担する分及び高久ポンプ場に接続されている国の水門の

点検の経費について国が負担するもので、６５万２５８円となり、前年度と比べ 

５万４０２円（８.４％）増額となりました。 

 

　【その他営業収益】 

 
項目 Ｒ６年度 Ｒ５年度

対前年比較

 増減 増減率(%)

 １営業収益 943,124,923 933,663,913 9,461,010 1.0

 　下水道使用料 693,100,331 694,364,187 △ 1,263,856 △ 0.2

 　雨水処理負担金 246,801,319 238,043,000 8,758,319 3.7

 　受託事業収益 650,258 599,856 50,402 8.4

 　その他営業収益 2,573,015 656,870 1,916,145 291.7

 ２営業外収益 726,572,448 643,641,125 82,931,323 12.9

 　受取利息 346,943 4,110 342,833 8341.4

 　他会計負担金 13,146,025 12,807,000 339,025 2.6

 　長期前受金戻入 679,778,405 610,363,489 69,414,916 11.4

 
　
消費税及び地方消

費税還付金
33,143,609 20,399,654 12,743,955 62.5

 　雑収益 157,466 66,872 90,594 135.5

 ３特別利益 425,093 268,845 156,248 58.1

 　過年度損益修正益 425,093 268,845 156,248 58.1

 事業収益　計 1,670,122,464 1,577,573,883 92,548,581 5.9

２　収益的収入及び支出

(1) 収 益 的 収 入

営　業　収　益
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　　　その他営業収益は、２５７万３０１５円となり、前年度に比べて 

１９１万６１４５円（２９１.７％）の増額となっております。令和６年度より、人

件費の一部を一般会計及び農業集落排水事業会計が負担することとなったため、増

額となりました。 

 

　　　　　　　　　　　　・・前年度に比べて８２９３万１３２３円（１２.９％）増額 

　　　営業外収益は、７億２６５７万２４４８円となり、前年度に比べ 

８２９３万１３２３円（１２.９%）増額となりました。主なものは、長期前受金戻

入が６億７９７７万８４０５円で、前年度と比べて、６９４１万４９１６円 

（１１.４％）の増額、消費税及び地方消費税還付金が１２７４万３９５５円 

（６２.５％）の増額となりました。 

 

　　　　　　　　　　　　・・前年度に比べて１５万６２４８円（５８.１％）増額 

　　　特別利益は、４２万５０９３円となり、前年度に比べて１５万６２４８円 

（５８.１％）増額となりました。主なものは、一般会計からの負担金である令和５年

度一般会計負担金不足分が３５万８３２円となっております。 

 

　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

下水道事業費用は、１５億２４９６万２２２４円となり、前年度に比べ 

1 億２６２１万５８６９円（９.０％）増額となりました。 

 

・・前年度に比べ 1 億１１８７万３６３８円（８.５%）増額 

 
項目 Ｒ６年度 Ｒ５年度

対前年比較

 金額 増減率

 営業費用 1,433,283,271 1,321,409,633 111,873,638 8.5

 　 管渠費 31,305,655 33,721,107 △ 2,415,452 △ 7.2

 　 ポンプ場費 101,490,098 80,307,207 21,182,891 26.4

 　 流域下水道費 241,140,440 237,772,600 3,367,840 1.4

 　 受託事業費 415,334 378,096 37,238 9.8

 　 業務費 58,269,805 71,346,871 △ 13,077,066 △ 18.3

 　 総係費 47,582,883 36,551,458 11,031,425 30.2

 　 減価償却費 933,535,536 858,544,650 74,990,886 8.7

 　 資産減耗費 19,543,520 2,787,644 16,755,876 601.1

 営業外費用 61,262,959 62,146,313 △ 883,354 △ 1.4

 
　

支払利息及び企業債

取扱諸費
61,262,959 62,146,313 △ 883,354 △ 1.4

 特別損失 30,415,994 15,190,409 15,225,585 100.2

 　 過年度損益修正損 30,415,994 15,190,409 15,225,585 100.2

 事業費用　計 1,524,962,224 1,398,746,355 126,215,869 9.0

営　業　外　収　益

特　別　利　益

(2) 収 益 的 支 出

営　業　費　用
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　 【管渠費】　 

　　　管渠費は、３１３０万５６５５円となり、前年度に比べて 

２４１万５４５２円（△７.２％）の減額となりました。主なものとして、雨

水幹線の除草等、雨水管渠施設の維持管理に係る委託料が 

１２７０万６００円となっております。 

 

【ポンプ場費】 

　　　ポンプ場費は、1 億１４９万９８円となり、前年度に比べて 

２１１８万２８９１円（２６.４％）の増額となりました。主なものとして、

ポンプ場ストックマネジメント実施方針策定支援業務委託料が１９８０万円、

施設管理に係る委託料が５４５９万２２９５円となっております。 

 

【流域下水道費】 

　　　流域下水道費は、2 億４１１４万４４０円となり、前年度に比べて 

３３６万７８４０円（１.４％）の増額となりました。主なものとして、汚水

処理のための県への負担金が 2 億３８９５万３４００円となっております。 

 

【受託事業費】 

　　　受託事業費は、４１万５３３４円となり、前年度に比べて３万７２３８円 

（９.８％）の増額となりました。内容は、松伏町と共同で管理している東埼

玉テクノポリス調整池の松伏町からの維持管理経費です。 

 

【業務費】 

　　　業務費は、５８２６万９８０５円となり、前年度に比べて  

１３０７万７０６６円（△１８.３％）の減額となりました。主なものとして

は、吉川市水道事業へ委託している下水道使用料徴収委託料が 

５２０７万６４２０円となっております。 

 

【総係費】 

　総係費は、４７５８万２８８３円となり、前年度に比べて 

１１０３万１４２５円（３０.２％）の増額となりました。主なものとして、

公共下水道事業計画等変更図書作成業務委託料が６４９万円、 

庁舎、公用車及びＯＡ機器などの下水道事業使用分として一般会計に対する

負担金が１１９８万２９２１円となっております。 

　 

【減価償却費】 

　　　減価償却費は、９億３３５３万５５３６円となり、前年度に比べ 

７４９９万８８６円（８.７％）の増額となりました。 

　 

　【資産減耗費】 

　　　資産減耗費は、１９５４万３５２０円となりました。主なものとして、吉川橋の
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架け替えに伴う汚水管の撤去等に係る費用です。 

 

　　　　　　　　　・・・・前年度に比べ８８万３３５４円（△１.４％）減額 

営業外費用は、６１２６万２９５９円となり、前年度に比べ８８万３３５４円 

（△１.４％）の減額となりました。内容といたしましては、企業債等支払利息となっ

ております。 

 

　　　　　　　　　・・・・前年度に比べ１５２２万５５８５円（１００.２％）増額 

特別損失は、３０４１万５９９４円となり、前年度と比べて１５２２万５５８５円 

（１００.２％）の増額となりました。主なものとしては、令和５年度一般会計負担

金精算分が３０４０万６３１４円となっております。 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 　 　　（単位　円） 

 

資本的収入は、９億３１１１万４１３８円で、前年度に比べ 

１８３９万２２６２円（△１.９％）の減額となりました。 

 

　　　　　　　　　　　　・・前年度に比べ７７３０万円（△１１.８％）減額 

企業債は５億７８６０万円で、前年度と比べて７７３０万円（△１１.８％）の減額

となりました。 

　 

 
　 Ｒ６年度 Ｒ５年度

対前年比較

 金額 増減率(%)

 １企　業　債 578,600,000 655,900,000 △ 77,300,000 △ 11.8%

 
　

建設改良費等に充て

るための企業債
414,800,000 473,600,000 △ 58,800,000 △ 12.4%

 　 流域下水道事業債 18,800,000 26,700,000 △ 7,900,000 △ 29.6%

 　 資本費平準化債 145,000,000 155,600,000 △ 10,600,000 △ 6.8%

 ２他会計出資金 63,612,149 71,525,000 △ 7,912,851 △ 11.1%

 　 一般会計出資金 63,612,149 71,525,000 △ 7,912,851 △ 11.1%

 ３国庫補助金 263,985,000 209,210,000 54,775,000 26.2%

 　 国庫補助金 263,985,000 209,210,000 54,775,000 26.2%

 ４負担金 24,916,989 12,871,400 12,045,589 93.6%

 　 一般会計負担金 22,869,668 12,624,000 10,245,668 81.2%

 
　

農業集落排水事業負

担金
2,047,321 247,400 1,799,921 727.5%

 資本的収入計 931,114,138 949,506,400 △ 18,392,262 △ 1.9%

営　業　外　費　用

特　別　損　失

３　資本的収入及び支出

(1) 資 本 的 収 入

企　業　債
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・・前年度に比べ７９１万２８５１円（△１１.１％）減額 

他会計出資金は、６３６１万２１４９円で、前年度に比べ７９１万２８５１円 

（△１１.１％）の減額となりました。これは、総務省の基準により一般会計で負担

すべき企業債償還金分です。 

 

　　　　　　　　　　　・・・前年度に比べ５４７７万５０００円（２６.２%）増額 

国庫補助金は、２億６３９８万５０００円で、前年度と比べて５４７７万５０００

円（２６.２％）の増額となりました。内訳は、吉川美南駅東口における汚水管布設工

事において 1 億３９２７万３０００円と雨水管布設工事において 

１億２４７１万２０００円をそれぞれ充当しております。 

 

　　　　　　　　　　　　・・前年度に比べ１２０４万５５８９円（９３.６%）増額 

負担金は、２４９１万６９８９円となり、前年度に比べて１２０４万５５８９円 

（９３.６%）の増額となりました。主なものといたしましては、資本的支出に係る

人件費の一般会計負担金が２２８６万９６６８円となっております。 

 

 

（単位：円） 

 

資本的支出は、１１億９９７１万６３１５円で、前年度に比べ１０２５万７３９４円 

（△０.８％）の減額となりました。 

 

　　　　　　　　　　　　・・前年度に比べ１３２３万９９８６円（△１.７%）の減額 

建設改良費は、７億５３１６万５３５７円となり、前年度に比べ 

１３２３万９９８６円（△１.７%）の減額となりました。 

 

 

 
　 Ｒ６年度 Ｒ５年度

対前年比較

 　増減 増減率(%)

 １建設改良費 753,165,357 766,405,343 △ 13,239,986 △1.7

 　管渠費 607,612,397 466,209,775 141,402,622 30.3

 　ポンプ場費 111,901,291 255,568,518 △ 143,667,227 △56.2

 　流域下水道費 18,893,570 26,866,450 △ 7,972,880 △29.7

 　業務費 14,758,099 17,760,600 △ 3,002,501 △16.9

 ２企業債償還金 446,550,958 443,568,366 2,982,592 0.7

 
　
建設改良費等の財源に充て

るための企業債
354,655,357 356,398,619 △ 1,743,262 △ 0.5

 　流域下水道事業債 46,853,740 49,332,750 △ 2,479,010 △ 5.0

 　資本費平準化債 45,041,861 37,836,997 7,204,864 19.0

 資本的支出 1,199,716,315 1,209,973,709 △ 10,257,394 △0.8

他会計出資金

国庫補助金

負担金

(2) 資 本 的 支 出

建 設 改 良 費
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【管渠費】 

管渠費は６億７６１万２３９７円となり、前年度と比べて 

1 億４１４０万２６２２円（３０.３％）の増額となりました。主なものといたしまし

ては、吉川美南駅東口周辺地区における汚水管等布設工事２億９２２０万１４００円、

同地区内の雨水管布設工事が２億７４４２万９５００円となっております。 

 

【ポンプ場費】 

ポンプ場は１億１１９０万１２９１円となり、前年度と比べて 

１億４３６６万７２２７円（△５６.２％）の減額となりました。主なものといたしま

しては、吉川中央第１調整池排水ポンプ他改修工事が２８７３万８０００円、吉川中

央第２調整池排水機場制御盤他更新工事が４３５６万円となっております。 

 

【流域下水道費】 

　流域下水道費は、１８８９万３５７０円となり、前年度と比べて、 

７９７万２８８０円（△２９.７％）の減額となりました。内容といたしましては、県

の流域下水道施設建設に対する負担金となっております。 

 

【業務費】 

業務費は１４７５万８０９９円となり、前年度と比べて３００万２５０１円 

（△１６.９％）の減額となりました。内容といたしましては、取付管や公共ます等の

汚水排水設備工事費となっております。 

 

                    ・・前年度に比べ２９８万２５９２円（０.７%）増額 

企業債償還金は、４億４６５５万９５８円となり、前年度に比べ 

２９８万２５９２円（０.７%）の増額となりました。 

 

【補塡財源】・・・前年度と比べ８１３万４８６８円（３.１％）増加 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は２億６８６０万２１７７円となり、

前年度に比べ８１３万４８６８円（３.１％）増加しております。 

この不足額については、下記の資金で補塡します。 

 

 金額 説明

 当年度分消費税資本的

収支調整額
34,112,703 円

資本的支出のうち、課税支出に属する仮

払い消費税の額

 
減債積立金 137,850,896 円

前年度末までに利益剰余金から企業債

償還のために積み立てた積立金

 過年度分損益勘定留保

資金
96,638,578 円

前年度までの減価償却費から長期前受

金戻入を差し引いた額

企 業 債 償 還 金



8 

 

 

（１）清潔で快適な生活環境の確保 

　★ 水洗化率の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

　　　公共下水道処理区域内の未接続建物所有者に対し、接続していただくため、通知

による接続依頼のほか、広報誌へ記事の掲載をしました。 

（２） 効率的な施設整備　 

★ 管渠建設改良事業　　　　　　　　　　　　　　　　   

　○ 吉川美南駅東口周辺地区土地区画整理事業に伴う管渠布設工事 

　　　　　※延長については工事完了分のみ 

 

★ ポンプ場設備更新事業　　　　　　　　　　　　　　　 

　　ポンプ場の設備の老朽化に伴い、実施した主な事業は下記のとおりです。 

 

★設備の適正な維持管理　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　設備を適正に維持するとともに長寿命化を図るため、設備の維持水準や優

先度を考慮し、修繕等により設備の適正な維持管理を実施しました。 

 

（３）効率的な経営 

　　　厳しい経営環境のもと、信頼される下水道をめざすためには、安定した経

営基盤の構築が不可欠であり、効率的な事業運営の推進に努めます。 

　★事務の効率化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  

　　〇下水道台帳の電子化を行い事務の効率化を図り、毎年度データの更新を行

いました。 

・下水道台帳整備委託料　　　　　　　　　　５７２万円 

・固定資産台帳システム保守業務委託料　　　６５万３４００円 

　　　

 ・汚水管布設工事費：Ｌ＝３２８２.７１ｍ ２億９２２０万１４００円

 ・雨水管布設工事費：Ｌ＝　９８４.２５ｍ ２億７４４２万９５００円

 ・吉川中央第１調整池排水ポンプ他改修工事 ２８７３万８０００円

 ・吉川中央第２調整池排水機場制御盤他更新工事 ４３５６万円

 ・吉川中央第 2 調整池排水ポンプ他更新工事 １８０４万円

 ・マンホール周辺舗装補修及び鉄蓋交換工事 ５２７万６７００円

 ・管渠内清掃業務委託等 ２５８万７２００円

 ・管渠内調査業務委託 ４２９万円

４　主な事業
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項目
分析結果

指標説明
 R６年度 Ｒ5 年度

 

経常収支比率 107.4％ 111.3％
 当該年度において、料金収入等で維
持管理費や支払利息等の費用をどの程
度賄えているかを表す指標。

 

累積欠損金比率 0.0％ 0.0％

 営業活動で生じた損失を補てんでき
ず、複数年にわたって累積した欠損金
の状況を表す指標。０%であることが
求められる。

 
流動比率 154.2％ 135.4％  短期的な債務に対する支払能力を表

す指標。

 
企業債残高 

対事業規模比率
779.8％ 749.8％  料金収入に対する企業債残高の割合

であり、企業債残高の規模を表す指標。

 

経費回収率 120.3％ 125.6％
 下水道使用料で回収すべき経費（汚
水処理費）を、どの程度使用料で賄え
ているかを表した指標。

 
汚水処理原価 90.4 円 86.3 円  有収水量１㎥あたりの汚水処理に要

した費用。

 
汚水処理単価比

率
120.3％ 125.6％

使用料単価と有収水量に基づく汚水
処理単価とを対比した指標。利益を出
すためには 100％以上である必要があ
る。

 

水洗化率 97.2％ 97.1％
 処理区域内人口のうち、実際に下水
道を接続して汚水処理している人口の
割合を表した指標。

 
有形固定資産 
減価償却率

14.7％ 12.7％
 有形固定資産のうち償却対象資産の
減価償却がどの程度進んでいるか表す
指標。

 

管渠老朽化率 0.0％ 0.0％

 法定耐用年数を超えた管渠延長の割
合を表した指標。管渠の老朽化度合い
を示している。吉川市においては法定
耐用年数を超えた管渠はない。

 
管渠改善率 0.0％ 0.0％  当該年度に更新した管渠延長の割合

を表した指標。

５　下水道事業経営指標


